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1.フードバンクとは？



安全に食べられるのに、箱が壊れたり、印字が薄くなったりして、販売

できない食品を企業などから寄贈してもらい、必要としている施設や団

体、困窮世帯に無償で提供する活動です。

・日本でまだ食べられるのに捨てられている食品は年間642万トンで、
国民１人１日当たりほぼ１食分が廃棄されています。

・企業は廃棄コストの削減となり、地域の社会貢献にもなります。

・フードバンクはもったいないを、ありがとうに変える活動です。

フードバンクとは？



外箱の破損

贈答品

外箱の潰れ

寄贈される食品の例



販売期限切れ（賞味期限まで十分な期間がなく、お店で販売できなくなったもの）

市町村でも定期的に
入れ替えを行う

発注ミス、販売期限切れ
定番カット、シーズン商品等

返 品 防災品

寄贈される食品の例②



・小林製薬株式会社 ・日本マイクロソフト株式会社 ・ちぼりキネヤ株式会社
・(株）オシザワ ・株式会社戸田酒販 ・株式会社あけの
・株式会社はくばく ・株式会社なかむら ・山梨県立中央病院
・救心製薬有限会社梶原農場 ・山梨銘醸株式会社 ・株式会社カニヤ
・株式会社ビオクラ食養本社 ・株式会社サンキムラヤ ・有限会社横内製麺
・株式会社富士メディカルサービス ・株式会社サンフードジャパン ・ベーカリールーブル
・洋菓子ジィア・マリア ・北杜食品株式会社 ・全労済情報センター
・ジャパン・シーズニング株式会社 ・八ヶ岳オーガニック野菜の里 ・株式会社渡辺商店
・(有)ジャムクラフトとりはた ・八雲製菓株式会社 ・株式会社山和食品
・太陽食品株式会社 ・塩の山ファーム ・宮坂醸造株式会社 甲府工場
・山梨厚生病院 ・パルシステム生活協同組合連合会 他20社

同意書締結した食品提供企業は５1社となりました。

食品提供企業 (2016年3月31日現在)



2.フードバンク山梨の取り組み



月1回の食品配布を開始

活動を始めた
きっかけとは？

2008年10月19日フードバンク山梨設立、第１回食品配布



2009年10月 小笠原事務所開設

2009年9月 ＮＰＯ法人格取得



フードドライブとは、一般家庭

の食品を寄付し、寄付された食品

を福祉施設や困窮世帯に提供する

活動です。

市民同士が助け合う共助の関係

を築くことにつながります。

また、寄付者自身が食品ロスや

貧困問題を考える機会になり、市

民のフードバンクに対する認知度

向上にも貢献することができます。

市民参加のフードドライブ



2015年12月の第12回フードドライブでは、6.2トン
の食品が集まりました。1キロ600円で金額換算
すると、372万円分になります。

フードドライブ活動実績
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実施回数 重さ

第 1回 2009年12月 4.3t
第 2回 2010年 8月 3t
第 3回 2010年12月 3t
第 4回 2011年 8月 1.3t
第 5回 2011年12月 3t
緊急FD 2012年 6月 1.2t
第 6回 2012年 8月 3t
第 7回 2012年12月 4.5ｔ
第 8回 2013年 8月 3.8ｔ
第 9回 2013年12月 7.5ｔ
第10回 2014年 8月 6.5ｔ
第11回 2014年12月 7.6ｔ
第12回 2015年12月 6.2ｔ



教育機関でのフードドライブ活動

巨摩高等学校 山梨英和大学 山梨英和中学校・高等学校

白根高等学校 甲府東高等学校 歯科衛生専門学校

他多数



�食のセーフティネット箱詰め作業
�フードドライブやきずなBOXで集められた食品の
賞味期限チェック

�お米の袋詰め作業など

市民によるボランティア活動

賞味期限チェック食のセーフティネット箱詰め作業



学生のボランティア

高校生による
米の袋詰め

高校生のボランティア部が作成
してくれた七夕の短冊

大学生によるフードバンクキッチン
（料理教室）のボランティア



3.アメリカのフードバンク



アメリカのフードバンクの歴史

・1967 年に活動開始。48年の歴史があり、203団体もの
フードバンク団体が設立されている。

・フードバンクから食糧支援を受けている困窮者は全米で

年間約3700万人。その内1400万人（38％）が子供で

ある。
出所：http://www.foodbankforwestchester.org/about- hunger/hunger-in-america

・企業、個人からの寄付、行政からの助成金が主な収入源



・総工費25億円のオフィス。
１万人以上の市民からの寄付により建てられた。

シカゴのフードバンク

写真提供 「フードバンクという挑戦」著者 大原悦子氏18



アメフトコート5面分の倉庫

写真提供 「フードバンクという挑戦」著者 大原悦子氏

NPOだがスタッフは130人、毎日8万5千食を運んでいる。
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アメリカ政府がフードバンクをサポート。現物の食品寄贈が
約２０億円分、現金支援が約２億円ある。

農作物価格安定政策により買い上げられた作物は、
フードバンクに寄贈される仕組みがある。

食品を集める取り組み、政府からの支援



・スタンプアウトハンガーというイベントを開催。
・全米の郵便配達人が２３万人参加して、郵便物とともに市
民から３万３千トンの食品を集めた。

郵便局の全面的な協力

http://www.facebook.com/photo.php?fbid=441753019182995&set=p.441753019182995&type=1&relevant_count=1
http://www.facebook.com/photo.php?fbid=441753019182995&set=p.441753019182995&type=1&relevant_count=1


4.食のセーフティネット事業
～山梨モデル～
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フードバンク山梨 の役割

食糧支援

月２回、最大３ヶ月困窮世
帯へ宅配便で食品と手紙を
配送する。

行政・社協
各種団体

フードバンク山梨 困窮世帯支援要請 食糧支援

連携機関は49に増加（2014年11月現在）

地域包括
支援センター

保健師

福祉課

行政機関

社会福祉協議会

福祉施設

学校

医療機関

民生委員

生活困窮
者の情報
提供

食糧
支援

高齢者

失業者

ひとり親家庭

外国人

路上生活者

命を支える食と
心のきずなを届けます

子育て支援課

食のセーフティネット 山梨モデル



困窮者支援団体 6団体

市町村 17市町

社会福祉協議会 20団体

県機関 6機関

食のセーフティネット事業 （2015年3月現在）

連携確約書締結機関分布 49機関



個人別ファイルの家族構成にあわせて食品箱詰め作業を行っ
ています

個別ファイルをもとに食品を厳選し発送しています

毎月2回、約100世帯へ食品をボランティアさん
と共に梱包し、配送しています

2015年度は309世帯（2724件）に30トンの食品をお送りすることができました



世帯によってお送りする食品は異なり、１つ１つ心を込めて箱詰めをしています。
１～２人世帯は平均７㎏、３人以上の世帯は１２㎏を平均を目安にお送りします。

お菓子が沢山入った家族用の箱 乳児のためのミルクや離乳食が入った箱

お渡しする食品の例



食のセーフティネット事業
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393箱発送
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スタート
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2015年10月 町村再開



山梨県生活困窮者自立
支援緊急対策事業によ
り10月1日から支援対象
となる自治体

自立相談＋一時生活
支援事業委託自治体

山梨県内における食料支援実施状況

食料支援未実施の自治体

独自で食料支援を開始
した自治体



5.子どもの貧困



30%

70%19歳以下の子ども

20歳以上の大人

総支援人数 2303人（1155世帯）

1613人

（2010年11月～2015年3月）

690人

１９歳以下の子どもの割合



海外の子どもの貧困

アフリカ マリ訪問



食品を送った方からの返信ハガキ

品物が届きました。当日私は前日か
ら続く偏頭痛で伏せっていました。
孫は朝から玄関にハンコを用意して
待っていました。
ここに書くのは恥ずかしいのです
が、ここ数年ほんとに大変な思いを
してました。２年前、１日に豆腐１
丁しか食べさせることが出来ない時
がありました。体の大きな孫は空腹
で眠れずに夜中にフト気付くと台所
でボーッと立ちすくんでいました。
その姿は、今でも忘れる事が出来ま
せん。今皆さまにこうして
助けていただいて
本当に感謝しています。

（祖母と孫の二人暮らし）



日本人はインドのことよりも、日本の

中で貧しい人々への配慮を優先して

考えるべきです。

愛はまず手近なところから始まります。

～マザーテレサのことば～



6.フードバンク
こども支援プロジェクト



夏休みや週末の食事を確保するために、学校とフードバ

ンクが連携してバックパックプログラム（週末や夏休
みに子ども達に食品を配布する取り組み）を実施してい
る。

子どもへの支援 学校とフードバンクの連携

http://www.burnbrightpublishing.com/clients/feedingamerica/packwebsite/images.html

夏休みや週末は学校が休
みで給食が無いため、

貧困世帯の子どもたちは
十分な食事が確保出来な
い。

フードバンクでの袋詰作業



http://www.feedingamerica.org/about-us/we-feed-children/

バックパックプログラムは160以上のフードバンクで実施さ
れ、45万人以上の子どもに食品が配布されている。

子どもの貧困対策としての食糧支援

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRw&url=http://cooptravelmaker.com/feeding-children-feeding-america-backpack-program&ei=yhJwVcvKF6e8mQWyq4OQCg&bvm=bv.94911696,d.dGc&psig=AFQjCNG07C_QaA5qkC2-v9r1KA40pXf3OQ&ust=1433493234914709
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRw&url=http://cooptravelmaker.com/feeding-children-feeding-america-backpack-program&ei=yhJwVcvKF6e8mQWyq4OQCg&bvm=bv.94911696,d.dGc&psig=AFQjCNG07C_QaA5qkC2-v9r1KA40pXf3OQ&ust=1433493234914709


２０１５夏 第１回夏休みフードバンクこども支援プロジェクト

フードバンクこども支援プロジェクト実績

支援世帯数 127世帯

母子世帯割合 83世帯（全体の
65％）

支援人数 488人

19才以下の子どもの人数 288人（全体の
59％）

食品配送回数 609回

学校からの申請件数 13件
報道実績 延べテレビ報道 4回

延べ新聞掲載 17回

延べボランティア参加者数 134名

協賛企業・団体数 17企業・団体



2016年 夏 フードバンクこども支援プロジェクト

●フードドライブ
●食料支援
●フードバンクキッチン
●学習支援



7.全国フードバンク推進協議会



全国フードバンク推進協議会

フードバンクあきた（秋田市）
フードバンク岩手（盛岡市）
フードバンクにいがた（新潟市）
フードバンク北関東（群馬県館林市）
フードバンク茨城（茨城県牛久市）
フードバンクところざわ（埼玉県所沢市）
フードバンク山梨
フードバンクかわさき（川崎市）
ＰＯＰＯＬＯ（静岡市）
フードバンク滋賀（滋賀県草津市）
フードバンク高知（高知市）
フードバンク北九州（福岡県北九州市）
NPOホットライン信州（長野県松本市）
フードバンクちば（千葉県稲毛区）
セカンドハーベスト京都（京都府京都市）
フードバンク下関（山口県下関市）

2015年11月に発足。現在16団体が加盟。



全国フードバンク推進協議会の今後の取り組み

1. 政策提言・調査研究
関係省庁への政策提言、フードバンク活動の推進に必要

な情報収集・調査研究事業

2. 広報
日本国内のフードバンクの認知度や信頼性を高めるため

の広報活動

3. ノウハウ共有・新設フードバンク団体支援
個々のフードバンク団体へのノウハウ支援、研修会の開

催、新設団体の立ち上げ支援



被災地への支援として備蓄してい
た食品を発送

平成28年4月14日
熊本地震発生

災害時の取り組み

4月17日
現地に入り支援
活動開始



８.利用者の声



食糧支援をしている方々の多くは社会から孤立しています。フードバンク
山梨では、ひとりひとりに宛てた手書きの手紙と一緒に、近況や思いを綴
る返信はがきを同封しています。

返信はがきはこれまでに2,500通を超えました



利用者の声

（祖母と孫の二人暮らし）

私は今月お米を買わなくてすみました。牛乳や玉子、
納豆、チーズ、お肉などのいつももっと多めに食べさ
せてやりたかったものにお金をまわす事ができまし
た。
それでも5000円以上の出費をおさえる事ができ、
有難くて涙がでます。

２年以上穴の空いた靴をはいている孫になんとか靴を
と考えています。

皆様には感謝してもしきれません。柔軟な対応をして
くださいまして本当にありがとうございました。



利用者の声②

品物が届きました。カレンダーに印しをつけて
待っていた孫は本当に大喜びです。

「スゴイ、スゴイ、なんだかスゴイんだけどー！」

って。その喜びはそのまま私の喜びです。

いつも細やかな心遣いと優しい言葉がとても
嬉しいです。

（祖母と孫の二人暮らし）



利用者の声③

食品をいっぱいくれてありがとうござい
ます。たすかります。いっぱいあるから
うれしいです。いつもなにがはいってい
るのかたのしみです。

いつもありがとうございます。人のあたたか
さや優しさを改めて実感しました。ありがたく
いただいております。

（母子家庭 子ども２人）

（９才の子供さんの声）



利用者の声④

皆様へ 援助を頂きありがとうございます。

子供２人を育てながら、仕事をしていて不安がいっ
ぱいの中、暖かいお手紙と食品を頂き、涙が止ま
りません。

常に手紙を持ち歩き、心が詰まった時に目を通す
と励みになります。

一人ではないのだと・・・・・。
（母子家庭 子ども２人）



母親とこどもが一緒に箱を開ける様子



食品の寄付時間の寄付
ボランティア

お金の寄付

皆様のご協力をお願いします


